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　本年度の介護保険料及び後期高齢者（長寿）医療制度保険料について、７月上旬頃、
本算定決定通知（※）を対象の方に郵送します。
　なお、介護保険料については本年度からの保険料を次のとおり改正しました。
　詳しくは、本算定決定通知に同封する資料及び広報やまきた６月号と一緒に配布した

「第４期　高齢者福祉計画　介護保険事業計画（ダイジェスト版）」をご覧ください。
※平成２１年度の介護・後期高齢者（長寿）医療制度保険料の決定通知

○新たに第７段階、第８段階を設定し、従来の６段階区分から８段階区分とし
ました（従来の第６段階該当を収入に応じ細分化しました）。

○今後の３年間にかかる介護給付費を見込んで、第４段階基準額を従来の
３，６００円から３，９００円にしました。

○基準額が上昇したことによる低所得者への負担の軽減を図るため、第１段階の基準額に対する割合を従来の
５０％から４８％に、また、第４段階のうち、合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下該当者の基準
額に対する割合を１００％から９０％に下げました。

【問合せ】福祉課 長寿いきがい班（電話）７５－３６４４

＜平成２１年度から２３年度までの段階及び介護保険料について＞

※課税・非課税とは、住民税が課税されているか、課税されていないかのこと
※人口比は６５歳以上の人口に占める割合

新段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

対　象　者

生活保護を受給されている方、または非課税世帯で老齢福祉年
金を受給されている方

非課税世帯で前年の合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円
以下の方

非課税世帯で第２段階以外の方

課税世帯だが、本人は非課税かつ前年の合計所得金額＋課税年
金収入額が８０万円以下の方

課税世帯だが、本人は非課税かつ前年の合計所得金額＋課税年
金収入額が８０万円を超える方

本人課税で前年の合計所得金額が２００万円未満の方

本人課税で合計所得金額が２００万円以上５００万円未満の方

本人課税で合計所得金額が５００万円以上７００万円未満の方

本人課税で合計所得金額が７００万円以上の方

基準額に
対する割合

48％

50％

75％

90％

100％

125％

150％

175％

195％

保険料
（月 額）

1,872 円

1,950 円

2,925 円

3,510 円

3,900 円
（基準額）

4,875 円

5,850 円

6,825 円

7,605 円

人口比

1.0%

8.5%

7.0%

26.0%

15.0%

27.4%

12.9%

1.1%

1.1%
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公
的
年
金
受
給
者
の
納
税
の
便
宜
や
徴

収
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
平
成
21
年
４

月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
方
は
、
10
月
以

降
に
支
払
わ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
等
か

ら
、
住
民
税
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
住
民
税
の
納
付
方

法
が
変
更
に
な
る
も
の
で
、
新
た
な
税
負

担
が
生
じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

・
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、
年
額
18
万

円
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
等
を
受
給
し

て
い
る
65
歳
以
上
の
方

・
前
年
中
の
年
金
所
得
に
係
る
住
民
税
の

納
税
義
務
が
あ
る
方

・
介
護
保
険
料
を
公
的
年
金
等
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
る
方

・
老
齢
基
礎
年
金
等
の
年
額
か
ら
、
所
得

税
・
介
護
保
険
料
・
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
差
し

引
い
た
残
額
よ
り
、
特
別
徴
収
さ
れ
る

住
民
税
額
が
少
な
い
方

　

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
に

は
、
６
月
に
送
付
し
ま
し
た
「
税
額
・
納

税
決
定
通
知
書
」
の
１
枚
目
に
特
別
徴
収

の
対
象
と
な
る
「
年
金
の
種
類
」
や
「
月

割
徴
収
額
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、住
民
税
の
年
税
額
（
総
額
）
の
う
ち
、

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
金
額
に
つ
い

て
は
、２
枚
目
の
「
年
金
特
別
徴
収
税
額
」

の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

の
開
始
は
平
成
21
年
10
月
受
給
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
年
金
所
得
の
み

の
場
合
、
平
成
21
年
度
の
住
民
税
額
の
う

ち
半
分
（
１
期
・
２
期
分
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
６
月
と
８
月
に
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
納
付
書
や
口
座
振
替
で
お
支
払
い
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

これまでのお支払い方法

月

税　　額

算出方法

６月

15,000円

１／４

納付書等でお支払い
（普通徴収）

８月

15,000円

１／４

１０月

15,000円

１／４

１月

15,000円

１／４

年税額の1/4ずつ納付書等でお支払いいただいていました。

月

税　額

算出方法

４月

10,000円

前年度２月と同じ額

６月

10,000円

１０月

10,000円

平成２２年度の年税額の残りの1/3ずつ

１２月

10,000円

年金から天引き
（特別徴収）

２月

10,000円

８月

10,000円

平成２２年度以降のお支払い方法

4月･6月･8月は仮徴収として前年度の2月の税額と同額を年金から天引きします。
10月･12月･2月は平成22年度の年税額から4月・6月・8月の税額を
差し引いた残りの税額を年金から天引きします。		

平成２１年度のお支払い方法

月

税　額

算出方法

６月

15,000円

１／４

８月

15,000円

１／４

１０月

10,000円

１／６

１２月

10,000円

１／６

年金から天引き
（特別徴収）

納付書等でお支払い
（普通徴収）

２月

10,000円

１／６

6月と8月は年税額の1/4ずつをこれまでどおり納付書等
でお支払いいただきます。
10月･12月･2月は年税額の1/6ずつを年金から天引きします。

（例）住民税の年税額が６万円（年金所得のみ）の場合
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Q
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
す
る
か
、

今
ま
で
ど
お
り
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納

め
る
か
、
本
人
の
意
志
に
よ
っ
て
選
択
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

A
い
い
え
、
本
人
の
意
志
に
よ
る
選
択

は
で
き
ま
せ
ん
。

Q
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に
何
か
手
続

き
が
必
要
で
す
か
？

A
特
別
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
特
別
徴
収
に
な
ら
な
い
人
も
い
ま
す

か
？

A
は
い
、
次
の
よ
う
な
方
は
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
対
象
者
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

●
老
齢
基
礎
年
金
等
の
受
給
が
年
額

18
万
円
未
満
の
方

　

●
公
的
年
金
の
所
得
に
対
す
る
住
民
税

が
非
課
税
の
方

　

●
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い

な
い
方

　

●
公
的
年
金
に
係
る
住
民
税
額
が
公
的

年
金
の
年
額
を
超
え
る
方

Q
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
年
金

は
あ
り
ま
す
か
？

A
は
い
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
等
の

非
課
税
の
年
金
は
特
別
徴
収
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

Q
私
は
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年

金
を
２
種
類
受
給
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
か
？

A
特
別
徴
収
を
行
う
年
金
に
つ
い
て
は
、

優
先
順
位
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
つ

以
上
の
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
場

合
、
そ
の
受
給
額
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
、

そ
の
優
先
順
位
に
従
っ
て
、
高
順
位
の
１

つ
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。
特

別
徴
収
さ
れ
る
年
金
に
つ
い
て
は
、
６
月

に
発
送
し
ま
し
た
「
税
額
・
納
税
決
定
通

知
書
」
１
枚
目
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Q
私
は
64
歳
で
、
年
金
所
得
と
給
与
所

得
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
住
民
税
は
す
べ

て
給
与
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

す
か
？

A
給
与
所
得
に
対
す
る
住
民
税
額
は
今

ま
で
ど
お
り
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
が
、

年
金
所
得
に
対
す
る
住
民
税
額
は
、
今
ま

で
ど
お
り
給
与
か
ら
特
別
徴
収
は
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
普
通
徴
収
（
納
付
書

や
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
法
）
に
な
り

ま
す
。

Q
私
は
65
歳
以
上
で
、
年
金
所
得
と
給

与
所
得
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
住
民
税
は

す
べ
て
普
通
徴
収
で
納
め
て
い
ま
し
た
。

納
付
方
法
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す

か
？

A
今
年
度
対
象
と
な
っ
た
方
は
第
１
期
・

第
２
期
分
は
今
ま
で
ど
お
り
普
通
徴
収
と

な
り
ま
す
が
、
第
３
期
分
か
ら
、
年
金
所

得
に
対
す
る
住
民
税
額
は
公
的
年
金
か
ら

特
別
徴
収
で
、
給
与
所
得
に
対
す
る
住
民

税
額
は
普
通
徴
収
で
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
当
初
、
介
護
保
険
料
を
公
的
年
金
か

ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
年
度

途
中
で
保
険
料
が
変
更
に
な
っ
た
た
め
普

通
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
。
住
民
税

に
つ
い
て
は
、
こ
の
ま
ま
特
別
徴
収
さ
れ

ま
す
か
？

A
介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
住
民
税

も
同
様
に
普
通
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま

す
。

Q
介
護
保
険
料
と
住
民
税
で
特
別
徴
収

さ
れ
る
年
金
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

か
？

A
介
護
保
険
料
と
住
民
税
は
、
同
一
の

年
金
か
ら
特
別
徴
収
し
ま
す
。
た
だ
し
、

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る

年
金
が
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
の
場
合

は
、
住
民
税
に
お
い
て
は
特
別
徴
収
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

Q
年
度
途
中
で
住
民
税
額
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

A
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
中
止

と
な
り
、
未
徴
収
の
税
額
分
が
普
通
徴
収

に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

Q
年
度
途
中
で
住
民
税
額
が
変
更
に

な
っ
た
た
め
特
別
徴
収
が
中
止
さ
れ
ま
し

た
。
特
別
徴
収
の
再
開
は
、
い
つ
か
ら
に

な
り
ま
す
か
？

A
翌
年
度
10
月
の
年
金
受
給
分
か
ら
特

別
徴
収
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

Q
平
成
21
年
１
月
１
日
山
北
町
在
住
で

当
初
は
住
民
税
を
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
年
度
途
中
で
他

の
町
に
転
出
し
ま
し
た
。こ
の
場
合
に
は
、

引
き
続
き
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す

か
？

A
転
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
住
民
税
の

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
中
止
に
な

り
ま
す
。
そ
の
年
度
の
残
り
の
住
民
税
は

普
通
徴
収
に
よ
り
山
北
町
に
お
支
払
い
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
税
務
課
税
務
班
ま
で
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
税
務
課
税
務
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
２
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完成した東山北連絡通路
（人道ＢＯＸ）

【問合せ】国土交通省横浜国道事務所調査課　（電話）０４５－３１６－３５３７
都市整備課管理計画班　　　　　　（電話）７５－３６４７

町道中里線については、現地の状況により工法変更が生じましたが、平成２２年３月末までの開通を目指して工事を
進めます。バイパス本線については、工法変更に伴い当初予定より遅れ、平成２３年夏頃の開通予定となります。皆
様には工事期間中大変ご迷惑をおかけしますが、1 日も早く完成させるよう努力していきます。引き続き向原改良事
業におけるご理解ご協力をよろしくお願いします。

●今後のスケジュールについて

平成 2 １年３月末に東山北連絡通路（人道ＢＯＸ）が完成し、町道中里線ＢＯＸ
が一部完成しました。ご協力ありがとうございました。

●東山北連絡通路（人道ＢＯＸ）及び町道中里線ＢＯＸ

向原改良事業　全体事業スケジュール（予定）

箇　所

町道中里線

バイパス本線

地　下　化

細　別

町道中里線　通行止め
平成２２年３月末まで

変更工程
当初工程

盛土・橋梁
・舗装等

上期 下期 上期 下期 上期 下期
平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

当初工程

変更工程

※当初予定どおりです

※Ｈ２３年夏頃
　開通予定

国道２４６号向原改良事業
「一部完成のお礼及び今後のスケジュールのお知らせ」

国道２４６号向原改良事業
「一部完成のお礼及び今後のスケジュールのお知らせ」
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※１　公共下水道区域及び三保ダム集水域を除く地域
※２　新規に合併処理浄化槽を設置する場合
※３　建て替えに伴い合併処理浄化槽を設置する場合（建築確認を伴う）
※４　単独浄化槽（または汲み取り）から合併処理浄化槽への転換をする場合

（建築確認を伴わない）
（注1）個人設置型の補助金については、国の基準改訂等により変更になる場合があ

ります。設置を希望される方（一般家庭のみ）は事前に生活環境課までご相
談ください。

（注2）平成２１年度の補助対象は平成２２年３月３１日までに完成したものに限ります。

※５　三保ダム集水域（三保地域）
【問合せ】生活環境課生活環境班　　（電話）７５−３６４５

個人設置型（補助金額）

町設置型

町設置型は今年度50基の設置を計画してい
ます。設置を希望される方（事業所含む）
は、生活環境課に申請をお願いします。

（注）

区分 人　槽
新築（※２） 改築（※３） 転換（※４）

設置費 撤去費

５人槽

７人槽

10人槽

16万8千円

20万7千円

27万6千円

16万8千円

20万7千円

27万6千円

4万5千円

4万5千円

4万5千円

33万2千円

41万4千円

54万8千円

9万円一
般
地
域
（
※
１
）

—

撤去費設置費 撤去費設置費

— 9万円

9万円—

区分 人　槽

５人槽

７人槽

10人槽

町が浄化槽設置及び維持管理
を行います。分担金及び使用
料は別途かかります。

  

ダ
ム
集
水
域
（
※
５
） 11人槽以上

備　　考
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市町名 イベント名 開催日 会　　場 内　　容 問合せ
山北町生涯学習課
(電話)75-3649

山北町観光協会
(電話)75-2717

大井町地域振興課
(電話)85-5013

松田町観光協会
(電話)85-3130

小田原市観光協会
(電話)22-5002

箱根町観光協会
(電話)0460-85-5700

湯河原町観光課
(電話)63-2111

真鶴町観光協会
(電話)68-2543

さわやかレクリエーションレース。自然豊かな丹
沢湖へ、色とりどりのカヌーが全国各地から集結！
洒水の滝は「日本の滝百選」、またその水は

「全国名水百選」に選ばれている名瀑。洒水
太鼓の演奏、火祭り、奉納舞踊、歌謡ショー、
地場産品の販売等が行われる。
約2,500 発の花火が湖上から打ち上げられる。
特に丹沢湖の水中花火は好評で、花火の音が
周囲の山々に反響し迫力ある響きが楽しめる。

1,000 人を超える踊り手たちが、軽快なよさ
こい節のリズムに乗って踊りを競演。役場周
辺を会場に踊り手の熱気が溢れ、真夏の暑い
夜をさらにおおいに盛り上げる。

親水広場に設けられたステージでさまざまな
ショーを行い、パレードとして大名行列、み
こしなどが商店街等を回る。夜は松田山で
百八ッ火（たいまつ）がともる。

松田町と開成町で合同開催。夏の終わりに、
華やかな花火が酒匂川の夜空を彩る。

ちょうちん踊りパレード・みこしパレード・
市民ステージ  ほか

打ち上げ数 5,000 発。スターマインを皮切り
に、日本の伝統的な花火に加え、エンターテ
イメント性の強い花火ショー。中でも、酒匂
川を横断する、高さ 30 メートル、全長 300
メートルもある「仕掛けナイアガラ」は圧巻。
さわる水族館・みなとのステージ・鮎のつか
みどり  ほか
湖水の神事、燈籠流し。（7/31-8/5 まで「芦ノ湖夏祭り
ウィーク」として、花火大会や各種イベントが行われる。）
湖上に浮べた鳥居を燃やす。（7/31-8/5 まで

「芦ノ湖夏祭りウィーク」として、花火大会や
各種イベントが行われる。）
1921（大正 10）年から続く伝統行事。花火
の打ち上げもある。
野外ステージでの湯立獅子舞の披露や歌謡
ショーなど。
 「やっさもっさ」のかけ声とともに、町内を踊
り歩くまつり。花車・お神輿もその後に続き、
祭りを盛り上げる。３日は海上花火大会で夏
の夜を彩る。

岩の兒子神社の夏まつり。花山車とお神輿のぶ
つかり合いが見どころ。

国指定重要無形民俗文化財にも指定されてい
る貴船神社の歴史ある例大祭。神輿海上渡
御、鹿島踊り、花山車、おはやし　など。

灯籠流し、盆踊り、海上花火。

丹 沢 湖

洒水の滝

丹 沢 湖

大井町役場周辺

酒匂川親水広場
ほか

酒匂川・川音川
合流地点河川敷

小田原城址公園

酒匂川スポーツ
広場

小田原漁港

芦 ノ 湖

芦 ノ 湖

強　　羅

仙石原文化センター
隣接野外ステージ

湯河原小学校前
～桜木公園ほか

兒子神社ほか

真鶴港、
貴船神社ほか

7月20日（祝）

7月26日（日）

8月10日（月）

8月1日（土）
　 ２日（日）

8月22日（土）

8月22日（土）

7月25日（土）
 26日（日）

8月1日（土）

8月2日（日）

7月31日（金）

8月5日（水）

8月16日（日）

8月25日（火）

8月2日（日）
3日（月）

7月19日（日）

7月27日（月）
   28日（火）

8月1日（土）

カヌーマラソン
IN 丹沢湖

洒水の滝まつり

丹沢湖花火大会

大井よさこい
ひょうたん祭

まつだ観光まつり

あしがら花火大会

“あかりの祭典”
小田原ちょうちん
夏まつり

酒匂川花火大会

小田原みなと
まつり

湖水まつり

鳥居焼まつり

箱根大文字焼

すすきまつり

やっさまつり

兒子神社
（ちごじんじゃ）
例大祭

貴船まつり

岩海岸夏まつり

山
北
町

大
井
町

松
田
町

松
田
町

開
成
町

小
田
原
市

箱
根
町

湯
河
原
町

真
鶴
町

岩 海 岸

小田原市水産海浜課
(電話)22-9227
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用
水
路
は
、
田
ん
ぼ
に
水
を
運
ぶ

と
て
も
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

空
き
缶
や
ご
み
、
刈
り
草
な
ど
を

用
水
路
に
捨
て
る
と
、
水
の
流
れ
が

悪
く
な
り
、
田
ん
ぼ
に
水
が
行
き
届

か
な
く
な
り
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
に
水
が
流
れ
な
い
と
、
お

い
し
い
お
米
な
ど
が
収
穫
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
用
水
路
に
は
絶
対

に
ご
み
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

空
き
缶
や
刈
り
草
な
ど
の
ご
み
は
、

町
指
定
の
ご
み
袋
で
、
各
地
区
で
指

定
さ
れ
て
い
る
場
所
に
集
積
し
て
く

だ
さ
い
。

　

も
し
も
、
不
法
投
棄
を
発
見
し
た

と
き
は
、
生
活
環
境
課
ま
た
は
松
田

警
察
署(

８
２

−

０
１
１
０)

ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
き
れ
い
な
町
を
守
る
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
水
路
に
つ
い
て
は

都
市
整
備
課
整
備
班

　
　
　
　

 

（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
７

産
業
観
光
課
農
業
推
進
班

　
　
　
　

 

（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
６

生
活
環
境
課
上
下
水
道
班

　
　
　
　

 

（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
５

不
法
投
棄
に
つ
い
て
は

生
活
環
境
課
生
活
環
境
班

　
　
　
　

 

（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
５



広報やまきた　平成21年7月号　No.653 10広報やまきた　平成21年7月号　No.65311

　

人じ
ん
け
ん権
と
は
、｢

私わ
た
した
ち
が
生う

ま
れ
な
が
ら

に
持も

っ
て
い
る
権け
ん
り利
で
、
人に
ん
げ
ん間
が
人
間
ら
し

く
幸
し
あ
わ
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
に
、
誰だ
れ

か
ら
も

侵お
か

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基き
ほ
ん
て
き

本
的
な
権
利｣

と

い
え
ま
す
。

　
「
人
が
ひ
と
ら
し
く
生
き
て
い
く
」
と
い
う

こ
と
は
、
ど
ん
な
場ば
あ
い合
で
も
人
と
し
て
大だ
い
じ事

に
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　

人
は
と
も
す
る
と
、
自じ
ぶ
ん分
よ
り
他た
に
ん人
を
低ひ
く

く
見み

た
り
軽け
い
べ
つ
て
き

蔑
的
に
見
た
り
、
言こ
と
ば葉

や
態た
い
ど度

に
表
あ
ら
わ

し
て
、
そ
の
人
の
心
こ
こ
ろ

や
名め
い
よ誉

を
傷き
ず

つ
け
、

人
権
を
侵し
ん
が
い害

し
て
い
る
の
に
、
気き

づ
か
な
い

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

障し
ょ
う
が
い
し
ゃ

害
者
の
人
権
・
高こ
う
れ
い
し
ゃ

齢
者
の
人
権
・

患か
ん
じ
ゃ
と
う

者
等
の
人
権
・
子こ

ど
も
の
人
権
・
女じ
ょ
せ
い性

の
人
権
・
同ど
う
わ
も
ん
だ
い

和
問
題
・
外が
い
こ
く
じ
ん

国
人
の
人

権
・
・
・
・
・
・
・
な
ど

　

障
害
の
あ
る
人
や
、
お
年と
し
よ寄

り
が
困こ
ま

っ
て

い
る
の
を
見
か
け
た
と
き
、
あ
な
た
は
、
ど

う
し
ま
す
か
？

　

障
害
の
あ
る
人
も
、
な
い
人
も
、
お
年

寄
り
も
、
若わ
か
も
の者
も
、
共と
も

に
、
助た
す

け
合あ

っ
て
、

仲な
か
よ良
く
、
気き

も持
ち
よ
く
暮く

ら
す
社し
ゃ
か
い会
が
必ひ
つ
よ
う要

で
す
。
誰
に
と
っ
て
も
、
か
け
が
え
の
な
い
、

人じ
ん
せ
い生
で
す
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
マ
ス
タ
ー
ズ
陸り
く
じ
ょ
う上
な

ど
で
、
全ぜ
ん
り
ょ
く力
を
出だ

し
て
頑が
ん
ば張
っ
て
い
ら
れ
る

姿す
が
たに

、
感か
ん
ど
う動

す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
人
は
誰
も
が
一ひ
と
り人

の
人
間
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
社し
ゃ
か
い
か
つ
ど
う

会
活
動
に
参さ
ん
か加
し
、
当あ

た
り
前ま
え

の
生せ
い
か
つ活

を
す
る
こ
と
を
望の
ぞ

ん
で
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
み
ん
な
で
社
会
を
一い
っ
し
ょ緒

に

創そ
う
ぞ
う造
し
て
い
く
仲な
か
ま間
と
し
て
、
お
互た
が

い
に
支さ
さ

え
あ
う
心
が
大た
い
せ
つ切

で
す
。

体か
ら
だの
不ふ
じ
ゆ
う

自
由
な
人
と
共
に

体か
ら
だの
不ふ
じ
ゆ
う

自
由
な
人
と
共
に

　

犯
罪
に
あ
っ
た
が
た
め
に
、
そ
の
被
害
者

と
家か
ぞ
く族
は
、
今い
ま

ま
で
の
落お

ち
着つ

い
た
生
活
が

一い
っ
ぺ
ん変
し
て
し
ま
い
、
家か
て
い庭
生
活
は
破は
か
い壊
さ
れ
、

精せ
い
し
ん
て
き

神
的
に
も
行い

き
詰づ
ま

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

松ま
つ
も
と本

サ
リ
ン
事じ
け
ん件

で
第だ
い
い
ち一

通つ
う
ほ
う
し
ゃ

報
者
で
あ
り
な

が
ら
、
自じ
た
く
ふ
き
ん

宅
付
近
か
ら
サ
リ
ン
が
発は
っ
せ
い生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
長な
が
の
け
ん
け
い

野
県
警
の
家か
た
く
そ
う
さ
く

宅
捜
索
を

受う

け
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
も
容よ
う
ぎ
し
ゃ

疑
者
扱あ
つ
かい

さ

れ
た
河こ
う
の野
義よ
し
ゆ
き行
さ
ん
。
最さ
い
あ
い愛
の
奥お
く
さ
ま様
は

意い
し
き
ふ
め
い

識
不
明
の
重じ
ゅ
う
た
い体
に
陥お
ち
い
り
、
昨さ
く
ね
ん年
長な
が
ね
ん年
の

介か
い
ご護
の
甲か

い斐
も
な
く
永え
い
み
ん眠
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
も
ひ
ど
い
被
害
を
受
け
な
が
ら

も
、
裁さ
い
ば
ん判
の
進し
ん
て
ん展
を
冷れ
い
せ
い静
に
見み
と
ど届
け
て
い

ま
す
。

　

12
月
の
人
権
問
題
講こ
う
え
ん
か
い

演
会
に
は
、
河
野
さ

ん
を
お
招ま
ね

き
し
て
、
直ち
ょ
く
せ
つ接

、
お
話
は
な
し

を
聞き

く
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

犯
罪
に
よ
る
被
害
は
、
い
つ
誰
の
身み

に
ふ

り
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
皆
様
へ
の
理り
か
い解
を

深ふ
か

め
、
立た

ち
直な
お

り
の
支し
え
ん援

を
心
が
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

犯は
ん
ざ
い
ひ
が
い
し
ゃ

罪
被
害
者
な
ど
の
問
題

犯は
ん
ざ
い
ひ
が
い
し
ゃ

罪
被
害
者
な
ど
の
問
題

　

こ
の
よ
う
に
、
人
権
に
配は
い
り
ょ慮
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が
、
周ま
わ

り
に
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

①
外が
い
こ
く
せ
き
じ
ゅ
う
み
ん

国
籍
住
民
に
対た
い

す
る
偏へ
ん
け
ん見

や
差さ
べ
つ別

意
識

②
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
に
対
す
る
誤
あ
や
ま

っ
た
見み
か
た方

③
子
ど
も
に
対
す
る
虐
ぎ
ゃ
く
た
い待
や
い
じ
め

④
高
齢
者
に
対
す
る
心し
ん
り
て
き

理
的
虐
待
や
肉に
く
た
い
て
き

体
的

虐
待

⑤
ハ
ン
セ
ン
病
び
ょ
う
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感か
ん
せ
ん
し
ゃ

染
者
に
対
す
る

偏
見
や
差
別

⑥
女
性
の
人
権
侵
害

⑦
同
和
問
題

⑧
個こ
じ
ん
じ
ょ
う
ほ
う

人
情
報
保ほ

ご護
に
関か
ん

す
る
問
題

⑨
就し
ゅ
う
し
ょ
く
さ
い
よ
う
せ
ん
こ
う

職
採
用
選
考
に
関
す
る
問
題

⑩
新
た
な
問
題
と
し
て

　

○
医い
り
ょ
う
ぎ
じ
ゅ
つ

療
技
術
の
進し
ん
ぽ歩

に
よ
る
延え
ん
め
い
ち
り
ょ
う

命
治
療

　

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
差
別
的
な
書

き
込
み

　

○
性せ
い
ど
う
い
つ
せ
い
し
ょ
う
が
い

同
一
性
障
害
に
対
す
る
理り
か
い
ぶ
そ
く

解
不
足

　
「
人
権
を
守ま
も

る
こ
と
」
は
み
ん
な
の
願ね
が

い

で
す
。
し
か
し
、
毎ま
い
に
ち日
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
が
報ほ
う
ど
う道
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
、
自
分
の
課か
だ
い題
と
し
て
と

ら
え
る
の
は
簡か
ん
た
ん単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で

き
る
こ
と
か
ら
一
つ
で
も
取と

り
組く

ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
明あ
か

る
く
住す

み
や
す
い

山や
ま
き
た
ま
ち

北
町
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
小
さ
な
こ

と
で
も
一
人
ひ
と
り
努ど
り
ょ
く力
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

山
北
町
・
町
ち
ょ
う
み
ん
け
ん
し
ょ
う

民
憲
章
に
あ
る
よ
う
に
、『
恵め
ぐ

ま
れ
た
自し
ぜ
ん然

を
大
切
に
し
、
情じ
ょ
う
そ
う
ゆ
た

操
豊
か
な
、

文ぶ
ん
か化
の
ま
ち
を
め
ざ
し
、
き
ま
り
を
守
り
、

礼れ
い
ぎ
た
だ

儀
正
し
い
、
活
か
つ
り
ょ
く力

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

励は
げ

み
、思お
も

い
や
り
と
、笑え
が
お顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
』

を
、一
人
ひ
と
り
の
力
ち
か
ら
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

児じ
ど
う
せ
い
と

童
生
徒
の
皆み
な

さ
ん
は
、
学が
っ
こ
う
き
ょ
う
い
く

校
教
育
の
場ば

で
、
学ま
な

ぶ
機き
か
い会
が
あ
り
ま
す
。
自じ
ち
か
い
か
つ
ど
う

治
会
活
動

の
中な
か

で
も
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
な
が
ら
、
仲

間
づ
く
り
の
行ぎ
ょ
う
じ事
が
た
く
さ
ん
行
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
町
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
人
権
を

大
切
に
す
る
啓け
い
は
つ
か
つ
ど
う

発
活
動
を
進す
す

め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
、
す
ぐ
で
き
る
こ
と

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
「
あ
り
が
と
う
」

　
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

　
「
大だ
い
じ
ょ
う
ぶ

丈
夫
で
す
か
？
」

　
「
ど
う
し
ま
し
た
か
？
」

な
ど
、
一ひ
と
こ
と言
声こ
え

を
か
け
る
こ
と
か
ら
、
勇ゆ
う
き気

を
出だ

し
て
始は
じ

め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

あ
た
た
か
な
、
心
の
つ
な
が
り
が
で
き
、

そ
の
後ご

の
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
き
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
、
思
い
や
り
で
あ
り
、
他
人
を

尊そ
ん
ち
ょ
う

重
す
る
こ
と
に
な
り
、
明
る
い
社
会
に
な

る
第だ
い
い
っ
ぽ

一
歩
で
す
。
不ふ
し
ん
し
ゃ

審
者
も
た
く
さ
ん
出
た

り
す
る
世よ

の
中
で
す
が
、
毎ま
い
に
ち日

の
継け
い
ぞ
く続

が
、

き
っ
と
、
信し
ん
ら
い
か
ん
け
い

頼
関
係
を
築き
ず

い
て
い
き
ま
す
。

　

さ
あ
、
家い
え

の
中
で
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
・
・
・
・
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町
が
保
有
す
る
行
政
文
書
を
み
な
さ
ま

の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る
情
報
公
開
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
の

行
政
文
書
公
開
請
求
件
数
は
４
件
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
よ
る

個
人
の
権
利
利
益
の
侵
害
を
防
ぐ
た
め
、

町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る

個
人
情
報
保
護
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
20
年
度
は
請
求
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

総
務
防
災
課
の
情
報
公
開
窓
口
で
、
情

報
公
開
制
度
や
個
人
情
報
保
護
制
度
の
案

内
や
請
求
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
庶
務
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）　

７
５

−

３
６
４
３

公開したもの

行政文書の一部に個人名等が記載されて
いたため、その部分を除いて公開したもの

町が保有していないため不存在としたもの

１件

２件

１件

行政文書公開請求の処理状況

　

町
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
正
確

な
事
務
処
理
、
作
業
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、

平
成
21
年
10
月
５
日
か
ら
戸
籍
事
務
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
を
実
施
し
ま
す
。

　

現
在
、
山
北
町
の
戸
籍
数
は
約
６
，

３
０
０
戸
籍
で
、
全
戸
籍
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

処
理
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
所
地
が
山
北
町
で
あ
っ
て
も
、

本
籍
地
が
山
北
町
に
な
い
方
は
今
回
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
す
る
と

・
戸
籍
の
届
出
が
正
確
に
処
理
さ
れ
て
届
出

か
ら
証
明
書
の
発
行
ま
で
の
時
間
が
短
縮

さ
れ
ま
す

・
和
紙
原
本
か
ら
磁
気
原
本
に
変
わ
り
ま
す

・
戸
籍
の
謄
本
・
抄
本
は
、
今
ま
で
の
縦
書

き
文
書
形
式
か
ら
横
書
き
の
項
目
形
式
に

な
り
、
見
や
す
く
な
り
ま
す

今
ま
で
の
戸
籍
は
ど
う
な
る
の
？

　

こ
れ
ま
で
使
用
し
た
戸
籍
は
「
改
製
原
戸

籍
」
と
し
て
、
役
場
に
１
０
０
年
間
保
存
さ

れ
ま
す
。

　

も
し
、「
改
製
原
戸
籍
」
の
証
明
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
は
、
今
ま
で
ど
お
り
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

使
用
さ
れ
る
文
字
は
？

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
・
名
で
使
用

さ
れ
て
い
る
文
字
が
、
書
き
間
違
え
た
ま
ま

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
漢
和
辞
典
な
ど
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
正
字
と
俗
字
（
法
務
省
で

定
め
ら
れ
て
い
る
文
字
）に
改
め
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
９
月
上
旬
こ
ろ
に
町

か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Q
戸
籍
っ
て
何
で
す
か
？

A
戸
籍
と
は
、
日
本
人
の
一
人
ひ
と
り
の

身
分
関
係
（
夫
婦
や
親
子
、
兄
弟
な
ど
）
を

記
載
し
た
公
簿
の
こ
と
で
す
。

Q
戸
籍
に
は
ど
ん
な
内
容
が
載
っ
て
い
る
の
？

A
本
籍
・
筆
頭
者
・
父
母
の
氏
名
・
父
母

と
の
続
柄
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
出
生
な
ど

の
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
筆
頭
者
と
世
帯
主
は
同
じ
？

A
筆
頭
者
と
は
、
戸
籍
の
冒
頭
に
記
載
さ

れ
た
方
の
こ
と
で
す
。
現
在
の
戸
籍
法
で
は
、

親
・
子
・
孫
の
三
代
に
渡
る
戸
籍
の
記
載
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
祖
父
母
と
孫
が

同
じ
戸
籍
に
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世

帯
主
と
は
、
世
帯
の
中
で
生
計
を
と
も
に
す

る
方
た
ち
の
代
表
者
の
こ
と
で
す
。

Q
戸
籍
謄
本
と
戸
籍
抄
本
の
違
い
は
？

A
戸
籍
謄
本
と
は
、
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
す
べ
て
の
事
項
を
書
き
移
し
た
も
の
の

こ
と
で
す
。
戸
籍
抄
本
と
は
、
戸
籍
に
記
載

さ
れ
て
い
る
事
項
の
一
部
を
書
き
移
し
た
も

の
の
こ
と
で
す
。

【
問
合
せ
】
町
民
課
町
民
班

　
　
　
　
　
（
電
話
）
７
５

−

３
６
４
１

戸
籍
Ｑ
＆
Ａ

平
成
21
年

10
月
５
日
から

戸
籍
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す

戸
籍
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す
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山
北
に
移
り
住
ん
で
早
く
も
４
年
の
月

日
が
経
ち
ま
し
た
。
ま
だ
、
結
婚
を
し
て

い
な
か
っ
た
私
た
ち
が
、
山
北
に
住
む
こ

と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
も
と
も
と
、

二
人
の
勤
務
地
が
山
北
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
ま
た
、
と
も
に
実
家
の
中
間
地
点
で

あ
る
山
北
町
な
ら
い
い
の
で
は
と
い
う
こ

と
か
ら
、
町
営
住
宅
に
応
募
し
て
、
入
居

が
決
ま
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　

新
居
で
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の

半
年
後
に
結
婚
、
翌
年
に
は
長
男
の
悠
理

が
誕
生
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
か
ら
一
歳

に
な
る
ま
で
の
間
、
会
社
を
育
児
休
業
し

て
、
家
の
中
で
子
供
と
一
緒
に
過
ご
し
た

り
、
す
く
す
く
相
談
に
も
何
度
か
通
っ
た

り
、
平
日
の
昼
間
に
買
い
物
し
た
り
、
今

思
え
ば
と
て
も
い
い
時
間
を
貰
え
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
育
児
休
業
が
終
わ
り
、
会

社
へ
復
帰
し
た
ば
か
り
の
頃
、
子
供
と
一

緒
に
い
た
い
気
持
ち
が
強
く
て
、
会
社
勤

め
が
続
く
か
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
半

年
経
っ
た
４
月
、
悠
理
の
保
育
園
入
学
を

迎
え
た
あ
た
り
か
ら
１
歳
の
息
子
が
、
今

ま
で
と
違
う
環
境
に
慣
れ
よ
う
と
し
て
い

る
姿
を
見
て
、
少
し
は
し
っ
か
り
し
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
、
こ
う
し
て
共
働
き
の
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
夫
の

協
力
と
両
家
実
家
の
協
力
が
あ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
を
す
る
立
場
な

の
に
、
ま
だ
ま
だ
親
離
れ
を
し
て
い
な
い

自
分
で
す
が
、
も
う
し
ば
ら
く
は
、
こ

う
や
っ
て
甘
え
さ
せ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
両
家
の
家
族
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。
保
育
園
の
生
活
は
悠
理
に
と
っ

て
本
当
に
大
き
な
成
長
を
さ
せ
て
く
れ
る

大
切
な
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
普
段
家
庭

の
中
で
は
、
大
人
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て

い
る
の
で
、
保
育
園
で
の
同
年
代
の
子
供

た
ち
と
の
生
活
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
を
先
生
方
か
ら
学
ん

で
、
親
の
方
が
感
心
す
る
程
、
た
く
ま
し

く
、
し
っ
か
り
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
毎
日
元
気
良
く
、
た
く
さ
ん
食
べ
、

い
っ
ぱ
い
遊
び
、
泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
、

怒
っ
た
り
、
喜
ん
だ
り
、
甘
え
た
り
、
ふ

ざ
け
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
み
せ
て

く
れ
る
悠
理
に
睡
眠
前
、あ
り
が
と
う
・・・

と
い
っ
て
眠
る
こ
と
が
で
き
る
毎
日
に
幸

せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
は
３
歳
に
な
る
悠
理
が
今
一
番

ハ
マ
っ
て
い
る
の
は
、
た
ま
た
ま
見
た
コ

ン
サ
ー
ト
ラ
イ
ブ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
曲
で
、
ギ

タ
ー
弾
き
な
が
ら
ス
タ
ン
ド
マ
イ
ク
の
前

で
サ
ビ
の
部
分
を
何
度
も
繰
り
返
し
熱
唱

す
る
こ
と
で
す
。
今
回
、
こ
の
シ
ー
ン
を

撮
影
し
た
の
で
写
真
と
し
て
載
せ
て
み
ま

し
た
。（

お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
優
子
さ
ん
）
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雪
被
る
丹
沢
見
つ
つ
横
浜
へ
子
育
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
受
講

に
い
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

田　

け
さ
み

（
評
）
少
子
化
は
今
国
の
最
大
の
問
題
で
あ
る
。
作
者
は
子
育
て

の
行
事
に
関
り
、
横
浜
ま
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
勉
強
に
通
わ

れ
た
時
詠
ま
れ
た
。
古
き
に
捉
わ
れ
な
い
月
々
の
作
風
に
、
私
は

驚
い
た
り
感
心
し
た
り
し
て
い
る
。
世
の
移
り
と
共
に
新
し
い
歌

も
根
付
い
て
い
る
と
思
う
。
若
い
感
受
性
を
大
切
に
し
た
い
。　

（
大
野
和
枝
記
）

西
山
に
消
え
し
機
の
雲
残
照
に
映
え
て
架
橋
の
ご
と
峡
に
立
ち
お

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯　

山　

栄　

子

う
ぐ
い
す
の
声
を
聞
き
つ
つ
草
を
引
く
み
か
ん
の
花
の
香
れ
る
下

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮　

崎　

英　

子

や
せ
蛙
の
俳
句
を
思
い
励
み
い
し
夫つ
ま

の
快
癒
を
願
い
し
二
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薮　

田　

テ　

ル

息
切
れ
に
み
寺
の
段き
だ

は
登
れ
ぬ
と
義は

は母
は
そ
の
子
の
墓
参
か
な
わ

ざ
り
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉　

山　

す
ず
江

も
の
の
ふ
に
似
て
名
の
つ
き
し
熊
谷
草
陣
は
る
ご
と
く
凛
と
咲
き

お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真　

田　

成　

子

手
作
り
の
香
り
を
雛
に
供
え
ん
と
よ
も
ぎ
摘
み
お
り
庭
の
畑
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　

恵
美
子

土
を
盛
り
マ
ル
チ
張
り
た
る
前
畑
に
良
き
芽
選
び
し
里
い
も
植
え

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池　

谷　

ト
ヨ
ミ

脚
力
の
衰
え
て
来
し
我
な
れ
ど
給
付
金
に
て
自
転
車
買
い
替
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

菅　

久　

子

苦
労
し
て
父
母
の
築
き
し
我
が
家
を
残
さ
ん
と
子
は
四
方
よ
り
撮

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　

久　

子

蕗
わ
ら
び
た
ら
の
芽
筍
次
々
と
春
の
息
吹
き
を
炊
き
て
味
わ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口　

節　

子

瑠
璃
色
の
か
わ
せ
み
飛
ぶ
を
と
ら
え
し
と
若
き
が
テ
ン
ト
出
で
カ

メ
ラ
を
か
ざ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾　

崎　

勝　

子

旧
街
道
を
覆
う
大
木
の
葉
の
さ
や
ぎ
古
い
に
し
え
び
と
人
の
語
り
と
も
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

野　

和　

枝

開
国
以
来
四
十
年
を
節
目
と
す
る
史
観
に
則
る
か
こ
た
び
の
不
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安　

部　

匠　
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